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職 業 奉 仕 月 間 に ち な ん で

職業奉仕部会委員長　　三國　   明   （春日部西）
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出席報告

『今こそ私たちの出番です』各クラブ活動紹介

　今年も職業奉仕月間の季節を迎えました。ロータリー１０５年の奉仕活動の歴史の中、職業奉仕もいろ

いろな変遷をたどって来ました。今、その発祥の起源と精神を振り返ってみることは意義あることと考え

ます。特に職業奉仕の精神が忘れ去られ、風化しつつある現状においては。ロータリーは親睦と相互互恵

で始まりました。アーサーフレデリック・シェルドンが 1911 年、もっともよく奉仕するもの最も多く報

われる、という言葉のもとに彼の職業奉仕哲学を表現したのであります。これは、相手に対し誠心誠意、

徹底的にサービスをすればリピーターが増え、それがまた広告塔になり己の商売の繁栄につながる、とい

う意味です。事業における成功は単にチャンスに恵まれたとか運が良かったからというわけでなく、それ

なりの原因結果という科学的根拠があってのことである。というわけです。運が良ければある程度は繁盛

するが、長くは続かず結局は駄目になるというのです。このことを具体的に明確に取引上の指針として表

現したものに、皆様ご存じのハーバート・テイラーが提唱した、四つのテストがあります。現行の日本語

訳でなく、是非原文を読んでみてください。ロータリアン同士の互恵的取引をもっと敷衍しようと出され

たのが、コリンズが放った、Service not self. だと言われています。ロータリアン同志の倫理的高水準の商

取引を非ロータリアンにも広めようと云う呼びかけでした。これはその後、Service above self. に変化し、

意味もロータリーの二大モットーの一つ、超我の奉仕となりました。情報化社会、価値観の多様化社会の

現代ではおのずから職業奉仕の概念や形も時代に即応したものにならざるをえませんが、ロータリーの揺

籃期、希望と理想に燃えた発展期のこの精神的遺産は忘れ去るわけには参りません。
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　「ロータリーの綱領」を基本におきながら活動して

ください、と大塚ガバナーは問いかけております。綱

領は、有益な事業の基礎として奉仕の理想を鼓吹し、

これを育成する事にあると宣言しております。その第

2 項には「事業及び専門職務の道徳的水準を高めるこ

と。あらゆる有用な業務は尊重されるべきであるとい

う認識を深めること。そしてロータリアン各自が業務

を通じて社会に奉仕するために、その品位あらしめる

こと」と明記されております。

　このことからもロータリーの根幹が職業奉仕にあ

り、星の数ほどあるボランティア団体とロータリーが

根本的に違い、ロータリーの持つ大きな魅力の一つで

あります。職業奉仕以外の奉仕の恩恵をこうむる受益

者は、社会であったリ、青少年であったり第三者であ

ります。しかし職業奉仕こそは、受益者は皆さんロー

タリアン一人一人であります。職業を通じて奉仕する

事について今一度考え、ロータリーのもつ魅力を再発

見してみてください。

　特に 5 年未満のロータリアンは良く理解してどうか

末永くロータリーライフを楽しんでください。

　ロータリアンは各企業の代表者であり専門職のトッ
プの立場におかれている人の集まりです。
　家族や従業員の健診はしても本人の健診はおこたり
がちです。
　残念ながら昨年１年間の間にもこの地区のロータリ
アンでもガンで亡くなられた方が おります。早期発
見すれば亡くならなくて健康に送れた人生です。
　クラブ内におきまして、検尿・検便・問診等の健診
を行って頂くよう推進したいと思いますので各クラブ
内の医師にお願いし実行して頂きたいと思います。
　喫煙は本人の健康をそこなうだけでなく、周囲の
人々に健康被害を起こさせる事になります。喫煙は動
脈硬化、心臓血管病、全身の発がん、歯周病の原因に
なるばかりではなく、インプラント（人工歯根）を埋
入しようとする人、あるいはインプラントを埋入した
人は喫煙する事によりインプラントにも悪影響を及ぼ
します。お産や胎児の異常、家族への被害等、男性に
はインポにも関係します。
　健康に対する卓話、ストレス等、植物と健康の関係、
歯周病、インプラント等に対する事柄について、専門
家が委員におりますので卓話の依頼をガバナー事務所
までお願いします。各クラブに出向いて卓話させて頂
きます。

職業奉仕月間にちなんで
　　  職業倫理委員長　　清水　裕次   （岩槻東）

健康保持増進に関して
　　  健康増進委員長　　藤田　達夫   （越谷南）

地区大会のご案内
2009-2010 年度　国際ロータリー第 2770 地区

大会　第１日　　　　　　　　11 月 14 日㈯

●各種委員会（10：30 ～ 11：30）  

●大会第１日　本会議（大ホール） 　
　11：30　登録 　
　12：30　点鐘 　　　　　　
　　　　　  RI 会長代理挨拶並びに RI の現況報告
　　　　　  各部門報告／各種委員会報告／表彰 　　　
　　　　　地区指導者育成セミナー 　
　17：40　点鐘  

● RI 会長代理ご夫妻歓迎晩餐会
 　　（浦和ロイヤルパインズホテル） 　

　19：00　開宴のことば 　21：00　閉宴のことば

大会　第 2日　　　　　　　　11 月 15 日㈰

 ●大会第２日　本会議（大ホール）
　11：30　登録 　
　12：20　点鐘 　　　　　　
　　　　　歓迎のことば 
　　　　　RI 会長代理挨拶並びに RI の会長メッセージ

期日：2009 年 11 月 14 日㈯・15 日㈰　 会場：さいたま市文化センター 

〈大会テーマ〉Learn & Enjoy Rotary　「ロータリーを学び・楽しもう」

　15：20　記念講演  講師  紺野美紗子 氏

　16：30　新世代　活動発表 　
　17：45　点鐘 　
　18：00 ～ 18：40　
    　　　　アトラクション

                             ロス・インディオス

●大懇親会　（於：ホワイエ・センターホール） 　
　18：50　開宴のことば 　
　　　　　　祝宴 　
　20：00　閉宴のことば 

●新世代交流会 「あなたの情熱が素敵な未来を創る」 　　
　11 月 15 日㈰　12：30 開会～ 15：00 閉会

「UNDP 親善大使として、
 見たこと、感じたこと」

職
業
奉
仕
月
間
に
ち
な
ん
で

皆様のご登録をお待ち申し上げます。
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米 山 月 間 に ち な ん で

米山記念奨学部門委員長　　遊馬　久治  （大宮北東）

米山記念奨学増進委員長　　深野　益男  （川口東）

　日頃より米山記念奨学事業に深いご理解、ご協力を

賜り有難うございます。お陰様をもちまして、前年度

も全国３４地区のなかで、一人当たりの平均寄付金額

が上位にランキングされました。寄付額が多いという

事は、単純に 2770 地区が多くの奨学生を受け入れら

れるという結果につながります。

　1 人でも多くの奨学生を受入れ、一つでも多くの世

話クラブ、カウンセラーをお願いできることになりま

す。そうすることにより、皆様に感動を与え、この事

業の素晴らしさを更に多くのロータリアンに体感して

いただけると確信しています。

　10 月は米山月間ということで、皆様のクラブに奨学

生とともに卓話訪問させていただきます。

　学生達の卓話に耳を傾けて頂き、地区米山委員の説

明をご理解いただきたいと思います。もちろん、卓話

訪問は 10 月だけではありません。年間を通して、いつ

でも、どこへでも訪問させていただきます。今年度は、

現役奨学生だけではなく、奨学期間を終えた学友にも、

都合にあわせて同行して卓話をお願いしています。巣

立ったあとの彼等の頑張っている姿をご覧頂き、改め

て、米山記念奨学事業及びロータリアンに対し感謝の

意を表してくれると思います。

　全てのロータリアンからの貴重なる寄付により、こ

の事業は継続されています。今後も、皆様にご協力を

お願いするとともに、奨学生との交流を通じて、心と

心のつながりを感じ取っていただけるよう、1 人でも

多くの優秀な学生確保にむけて努力したいと思ってい

ます。

　ロータリー米山記念奨学部門に対し、御協力感謝申

し上げます。

　今百年に一度と言われております世界同時不況です。

しかし、大塚ガバナー年度は寄付目標額 1 人平均

２0,000 円以上と打ち出しています。どうぞよろしく

お願い致します。

「米山記念の未来はあなたの手の中に」あります。

2008 ～ 09 年度寄付金は 14 億 9400 万円です。

地区別
(1) 2760 地区　33447 円
(2) 2590 地区　28683 円
(3) 2770 地区　24407 円
(4) 2650 地区　21415 円
(5) 2780 地区　21069 円

2770 地区の寄付額（上位）集計（2009 年 7 月 11 日現在）
(1) 川口南ＲＣ
(2) 吉川ＲＣ
(3) 春日部イブニングＲＣ

グループ
(1) 第 10 グループ
(2) 第 11 グループ

2009 年度米山記念奨学生採用

 採用数・・・37 名

 新規学生・・・28 名

 継続学生・・・8 名

 復学学生・・・1 名

国籍別
　中国 23 名、ベトナム 4 名
　韓国、モンゴル、ネパール各 2 名
　台湾、ミャンマー、タイ、バングラデシュ各 1 名

地区学校（2770 地区）
・埼玉大学　・共栄大学　・埼玉学園大学
・芝浦工業大学（大宮）　・聖学院大学
・東京理科大学（久喜）　・獨協大学
・日本工業大学　・文教大学（越谷）　（9 校）

米山月間にちなんで
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米山記念奨学学友委員長　　邨田　  茂  （吉川）

　ロータリー米山記念奨学会とは、外国人留学生に奨

学金を支給し支援する国内の民間奨学事業最大の奨学

財団で、日本のロータリー全地区が参加する ｢多地区

合同奉仕活動｣ であり、ロータリアンからの寄付金を

財源としています。　　

　また、米山記念奨学会への寄付金には、普通寄付金

と特別寄付金の 2 種類があります。

　普通寄付金は各クラブで決定した金額ⅹ会員数分が

半期に 1 度、各クラブからいただく寄付金です。

　特別寄付金は個人・法人・クラブからの任意の寄付

金で、下限・上限はありません。

　また、奨学会は特定公益増進法人に認定されている

為、所得税・法人税・相続税の税制優遇があります。

　米山記念奨学会が、なぜ外国人留学生を支援するの

かといいますと、日本が戦後処理から復興へと向かい

始めた 1952 年。東京ロータリークラブが勉学を支援

する奨学事業 ｢米山基金｣ の構想が発表されました。

　二度と戦争の悲劇を繰り返さない為に、国際親善と

国際平和に寄与し、自分たちが世界の人々と友情を結

ぶことが出来ると証明したい、という当時のロータリ

アンたちの強い願いがありました。

　この事業は、多くのロータリアンから共感と賛同を

得て、クラブ単独事業から全地区合同事業へと発展し

1967 年に財団法人を設立し 2007 年には、日本の全地

区によるロータリーの ｢多地区合同奉仕活動｣ として

の手続きを完了しています。

　米山記念奨学会の最大の特長は ｢世話クラブ・カウ

ンセラー制度｣ で、奨学生一人ひとりに世話クラブが

決められ、世話クラブ会員から選ばれたカウンセラー

が奨学生の相談役として精神面を支え、例会に参加・

奉仕活動・地域のイベントを体験しロータリーとの絆

をはぐくむ土壌となります。

　奨学生や学友と触れ合う機会をつくっていただき、

経済的な支援だけでなく、留学生と心を通わせる交流

事業として支援していただければと思います。

　本年度は各大学の人事担当者をガバナー事務所に招

き、米山記念奨学生採用説明会を開催し米山記念の歴

史又、奨学生の生活などのビデオを見てもらい、優秀

な学生を推薦してもらう様にお願い致しました。

　１０月は米山月間です。卓話について、本年は米山

記念奨学生と日本国内の米山学友（米山奨学生）が卓話

に行きます。

　終わりに、奉仕活動は上尾にある社会福祉法人「上

尾あゆみ会」の事業所に行く計画を立てました。

　どうぞ皆様と共に感動を共有したいと思います。

日台ロータリー親善会議で友愛を深めましょう

日台親善会議地区委員長  PDG　吉田　豊治  （越谷南）

米山月間にちなんで

第２回　日台ロータリー会議のご案内

　
　日本・台湾双方において “ 日台ロータリー親善会議 ” が発足し、第１回の日台ロー
タリー親善会議が 2008 年５月 12 日パシフィックホテル東京で開催され、台湾
から約 160 名、日本から 540 名、合わせて 700 名程のロータリアンが参加いた
しました。本年は、第２回を 2009 年 10 月 10 日（土）に、台湾の日月潭にて開
催する運びとなりました。 　
　この機会に、双方におけるロータリー活動の現状について情報交換を行い、お
互いの親善と国際理解を図りたいと存じます

　　　　　　　　　　　   日時 :　2009 年 10 月 10 日

　　　　　　　　　　　   場所 :　日月潭　雲品酒店

※詳細につきましては、大塚ガバナー事務所までお問合せ下さい。



ROTARY  INTERNATIONAL  DISTRICT  2770

6

GOVERNOR'S  MONTHLY  LETTER  No.4

奉仕プロジェクト部門委員長  井橋　吉一（越谷）

平成 21 年８月 29 日開催

奉仕プロジェクト部門セミナー報告

　奉仕プロジェクト部門セミナー開催にあたり

多くの会員の皆さんに参加頂き有り難う御座い

ました。お蔭さまでセミナーが大変盛り上がり

内容が充実しました。 　

　全体会議では基調講演を「ロータリーの奉仕

とは」のテーマでＰＤＧ北清治様よりご講演頂

き、その内容は職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕

の発展の歴史と解釈について言葉丁寧に理解し

やすく話されました。最後にロータリーに対す

るご本人の考えとして「ロータリーは、自分づくり、人づくりの学びと実践の場である」について説明されて講演

を閉じました。全体会議のあと四部会に別れて分科会の会議を開催して、その内容について次に報告します。

  

１．会長エレクト部会　　奉仕プロジェクト部門委員長　井橋　吉一（越谷） 　

　会長エレクト部会は私から 2010 年にパイロット地区として始まりますロータリー財団未来の夢計画についての説

明と 2010-11 年度研修リーダーのＰＤＧ中村靖治様に「会長エレクトの心構えについて」のテーマで講演頂きました。

　この様な早い時期に会長エレクトの皆さんと会議並びに懇談が出来ました事は大変有意義な機会でした。  

２．職業奉仕部会　　　　職業奉仕部会委員長　三國　  明（春日部西） 　

　職業奉仕部門分科会では部門委員長のあいさつに続いて、田中ＰＤＧによる基調講演があった。ここでは特にロー

タリー綱領と四つのテストについての解釈や日本語訳に関し分かりやすい説明があり、大変参考になった。 　

　次いで職業倫理委員長と健康保持増進委員長から、今後の活動方針について具体的説明があり、特に十月の職奉

月間卓話への要請が強調された。更に地区大会での健康相談や、職業倫理委員会の研究会では成川 PG を招いての講

演会の予定が発表された。また、各委員から短いコメントが添えられた。この中で特に相良委員による新型インフ

ルエンザへの対応についての発表は時宜を得たものだった。 　

　最後の質疑応答は大変活発で有意義だった。

  

３．社会奉仕部会　　　　社会奉仕部会委員長　佐々木　直之（大宮北東） 　

　まず、初めに地域社会奉仕委員会より環境系の事業を中心に、具体的な事業紹介が行われました。 

　また、今年３月より実施中の栗橋ＲＣ及び来年実施予定の「ロータリーの森」について浦和ＲＣより、発表をし

て頂きました。 　

　次に、ブライダル委員会より概略説明を行い、３名のコーディネーターからの現状説明の後、新規登録者募集の

要請がありました。 　

　最後に、地区補助金委員会より補助金申請時の留意事項についての説明があり、全体的にかなり忙しい 120 分間

でしたが皆様のご協力を得、無事終了する事が出来ました。  

報　告
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第１０回日韓親善会議に参加して                                                      
日韓親善会議推進委員  PDG　森田 　武司（大宮北東）

４．国際奉仕部会　　　　

　　　　　　国際奉仕部会委員長　隅内　道三（川口東）

　国際奉仕部会分科会では、世界社会奉仕委員会と青少

年交換委員会から、奉仕活動に関する現況報告やプログ

ラム内容の説明、各クラブへの要望やクラブ向け支援プ

ラン等が発表された。特にＷＣＳでは、プロジェクト実

施クラブが増加傾向にありクラブ活性化に効果的である

ことが強調され、青少年交換では、複数クラブ又はグルー

プ単位でのスポンサー体制の実現が待たれている旨の説

明がありました。

　1982 年４月

（27 年 前 ） に

始 ま っ た 日 韓

親 善 会 議 も 今

年で 10 回目を

迎 え、 こ の 度

9 月４日・５日

の二日間にわたり韓国ソウル・グランドハイアット

ホテルで盛大に開催されました。ご存知のように今

回の日韓親善会議は、長引く経済不況の真最中での

開催であり、合わせて新型インフルエンザの脅威な

ど、我々ロータリアンにとっても非常に判断の難し

い状況の中での開催でありました。

　そうした中で日韓双方の参加登録者数は、実に日

本側 691 名、韓国側 611 名、合計 1,302 名という

大変素晴らしい成果を挙げる事が出来ました。

　我が地区も 92 名の大勢の皆さんのご参加を頂き、

いつもながら我が 2770 地区の勢いの凄さを改めて

実感させて頂きました。本当にありがとうございま

した。

　今回の会議には、当初韓国李明博大統領の出席が

伝えられていましたが、金大中元大統領逝去などの

事情もあり残念ながら実現しませんでした。

　5 日の晩には友好地区 3750 地区との懇親会が水

原で開催され、崔ガバナー始め李ＲＩ理事、ＰＤＧ

など多数が参加し、盛会裏に友好を深めることが出

来ました。

　今回の日韓親善会議の推進に当たり、皆さん方の

一方ならぬご協力を頂きました事に心から感謝を申

し上げます・

　尚、次の第 11 回日韓親善会議の開催は、2011

年９月に東京デズニ－ランドでの開催が予定されて

います。
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　７月 27 日、大塚ガバナー、吉野ガバナー補佐をお迎えし、公式
訪問例会が開催されました。例会に先立つ懇談会ではガバナーへ当
クラブの現状を報告し、これにもとづいてガバナーよりご指導・ご
指摘をいただきました。
　席上、当クラブが取り組んでいる奉仕活動にお褒めの御言葉をい
ただく一方、当クラブとして最重点取組みに掲げている「会員増強」
については、もっと厳しい認識で取り組むよう目標数値に上積みを
求められました。
　例会では、ガバナーよりＲＩ及び地区の方針についてあらためて
ご指導をいただくとともに、会員増強についても具体的な取組みに
ついて意見交換し、貴重なアドバイスをいただきました。
　例会時間いっぱいに、終始熱く語られる
ガバナーの気迫に会員一同勇気づけられた
公式訪問例会となりました。ありがとうござ
いました。

会　長　葭 谷　広 行　　　幹　事　小 嶋　明 夫

浦 和 イ ブ ニ ン グ Ｒ Ｃ 例会日 平成 21 年７月 27 日

　8 月 6 日（木）大塚ガバナー、金沢ガバナー補佐をお迎えしての
公式訪問例会が行われました。
　過密なスケジュールの中 御指導頂きました、ガバナーには心よ
り感謝申し上げます。
　午前１１時からの会長・幹事・会長エレクトを交えての面談では、
クラブ運営・奉仕活動について貴重なお話を頂きました。
　例会ではプロジェクターを利用した R １及び地区の方針を説明
され、会員がとても理解を深める事が出来ました。続くクラブ協議
会では各委員長の発表に対し御講評を頂き、会員増強関連では増強
の約束の証としてバッチを頂き、質問には丁寧に答えられ、時には
熱く語られ所定の時間をオーバーしてしまいました。
　最後の懇親会までお付き合い頂き、大塚ガバナーとメンバーの交
流を深める事ができ、大変有意義
な一日であった事を感謝すると共
に地区の発展とガバナーの今後の
ご活躍をお祈り致します。ありが
とうございました。

会　長　伴　　光  治　　　　幹　事　高  木　　学

久 喜 菖 蒲 Ｒ Ｃ 例会日 平成 21 年 8 月 6 日

　大塚ガバナー、大熊ガバナー補佐をお迎えいたしまして公式訪問
例会を開催いたしました。
　例会開催前に３時より別室にて、会長、幹事、会長エレクト出席
の下、ガバナー面談がございました。ガバナーよりクラブ活動計画
に沿って数々のご質問、ご指導がございました。主にクラブ活動の
指標を中心に、ご指導いただきました。ガバナーからは、おおむね
良好のお墨付きを頂戴したと解釈いたしました。会長エレクトに対
しては、40 周年に向けての事業の内容、イメージに対してのご質問、
地区方針、ＲＩ方針の更なる準備、計画実行の是非とともに、会員
増強に対して現状のご説明を頂きました。そして、我クラブの増強
の目標修正も同時に要請されました。
　会員増強では今年度中に 5 ～ 6 名の増強、40 周年には、40 名
というハードルの高い目標を、貫徹しなさいと激励を頂きました。
詳細の、ご説明は、ガバナー卓話の中で指導いただきました。
　例会が終了いたしますと、我がクラブの、活動方針計画に沿って
の、各委員長さんによる方針説明、クラブ協議会の場になり、ガバ
ナーより適格なアドバイスを多数頂きました｡ 懇親会でも、たくさ
んの意見が飛び交い、大変有意義な１日となりました。
　取り分け、ガバナーに置かれましては、連日、猛暑の中、ハー
ドスケジュールの中での公式訪
問、大変お疲れと思いますが、
お身体、ご自愛いただきまして、
予定消化されますようご祈念申
し上げます。

会　長　長谷川   吉 昭　     幹　事　村 井  有一郎

吉 川 Ｒ Ｃ 例会日 平成 21 年７月 29 日

　2009 年８月４日（火）、大塚信郎ガバナー、大熊正道ガバナー
補佐をお迎えし、開催。 　
　懇談会・例会・クラブ協議会を通じ、ご指導頂いた中で、ガバナー
は会員増強の必要性を強調され、特に職業分類については、会員増
強には何故分類が必要なのか、クラブにとってどの職業の人を必要
としているのか、今まででは数を
優先し、分類を考えずに漠然と増
強を焦っていたような気がします
が、増強の目標設定がしやすくなっ
たと感じます。

会　長　加 藤　英 泉　　　幹　事　谷 津　茂 男

三 郷 中 央 Ｒ Ｃ 例会日 平成 21 年 8 月 4 日

　8 月 19 日、夏の盛りの一日が公式訪問日でした。
　西川口駅改札口にお出迎えしたのが定刻の 10 時半、11 時より、
会長、幹事面談で始まりました。
　当クラブでは昨年 25 周年記念を迎えたので、その時から 30 周
年を迎える際に達成すべき長期計画がなんとしても必要であるとの
事、その計画で立てられた目標達成に向けて活動を始動しなければ
ならぬ、とするガバナーのご指摘を
全員拍手で納得、クラブとして早速、
次週例会を長期計画立案にむけての
フォーラムとしました。　

会　長　中 山　　晋　        幹　事　川 崎　俊 晴

川口・鳩ケ谷武南ＲＣ 例会日 平成 21 年 8 月 19 日

　８月 20 日、大塚ガバナー、星野ガバナー補佐を北本市文化セン
ターにお迎えして、例年同様会員夫人出席の中、公式訪問例会を行
いました。
　例会に先立っての懇談会では、わがクラブの課題となっている、
会員増強の方法について、ガバナーより事例を挙げてのご指導をい
ただき今後の増強に繋げたく思います。例会では当日入会の会員に
バッチをつけていただき、激励のことばをいただきました。
　また、同席の夫人たちにもわかり
やすく、今後のロータリーのあり方
等をお話いただき、和やかなうちに
終了しました。改めて感謝申し上げ
ます。

会　長　白 石　春 彦　　　     幹　事　大和田　重 美

北 本 R C  例会日 平成 21 年 8 月 20 日

公式訪問レポート
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　８月 25 日、大塚信郎ガバナー、長谷川春一ガバナー補佐をお迎
えして公式訪問例会を開催しました。
　会長、幹事とで駅までお迎えに上がったところガバナーはすでに
待っておられ大変申し訳なく思うのと同時にガバナーの気合いの入
り様を感じさせていただきました。
　例会前の懇談会ではクラブの現状を説明させていただき、会員増
強、クラブ運営について的確な指示をいただきました。２名増強が
目標のところを「ここは５名にしなさい。」といった非常に適切な
ご指導でした。
　卓話においてもプロジェクターを使い大変わかりやすく、ＲⅠ・
地区の説明をいただきました。これら
のことを今後のクラブ運営に生かして
いきたいと考えております。ありがと
うございました。

会　長　伊 藤　幸 正　　　　幹　事　川 島　　健

川 口 西 Ｒ Ｃ 例会日 平成 21 年 8 月 25 日

　8 月 20 日　大塚ガバナー公式訪問例会が、さいたま中央ロータ
リークラブにて開かれました。
　午前 10 時半のお迎えでしたが、大塚ガバナーは午前 10 時 15
分には改札を通り過ぎ、第二グループガバナー補佐は 10 時前から
到着と言う具合で、大変緊張した中での始まりとなりました。
　例会に先立っての会長、幹事、会長エレクトとの懇談会では、ガ
バナーより地区方針、ガバナーの考えている事等色々と協議をさせ
て頂き、大いに勉強する事が出来ました。
　例会では地区の運営方針や会員増強などを、熱く語って頂きました。
　スクリーンを通して、ＲＩ及び地区の方針をわかりやすく説明頂
き、新入会員にも、とても好評でした。
　「今こそ私たちの出番です」のスローガンの基、会員一同より一
層の絆を深める事が出来ました。
　大塚ガバナーには一年間お元気
に指導していかれます様お祈り申
し上げます。

会　長　増 渕　一 夫           幹　事　井 山　一 男

さいたま中央ＲＣ 例会日 平成 21 年 8 月 20 日

　８月 24 日、当地区第 26 番目の公式訪問例会を大塚ガバナー、
長谷川第 12 グループガバナー補佐を御迎えして開催させていただ
きました。 　
　例会の前に会長、幹事、会長エレクト、副幹事との懇談会ではガ
バナーより地区方針、ガバナー御自身の考え方、地区の諸々の事情
について協議させていただきました。 　
　例会では大塚ガバナーよりパワーポイントを用いた RI テーマ、
地区運営方針等を御指導頂きました。 　
　その後のクラブ協議会では、熱心に各
委員長の活動方針について御講評を頂き
ました。 　
　当クラブは少人数ではありますが身の
丈に合った活動を心がけていくべき努力
をして参ります。

会　長　齋 藤　　卓　　　 幹　事　金 山　昌 明

川 口 中 央 Ｒ Ｃ 例会日 平成 21 年 8 月 24 日

　第 2770 地区大塚ガバナー、第 3 グループ林ガバナー補佐を迎え、
公式訪問例会を開催いたしました。当日は午後 5 時より、会長、幹事、
会長エレクトを交えての懇談会では、当クラブの特徴や事業等につ
いて報告し、ご指導を頂きました。特に会員の増強につきましては、
今年度の目標達成を強調され、伴う職業分類表の精査をご指摘いた
だきました。
　又、例会では「RI テーマと地区運営」につき、プロジェクター
を使用しての効率よい卓話を頂戴いたしました。入会しました新会
員に徽章をガバナーより付けていただき会員一同感謝申し上げま
す。クラブ協議会では、各委員長より事業計画を発表し、ガバナー
より丁寧なるご指導を頂き、「ロータリー
の未来はあなたの手の中に」向けて形成
されるよう、一人ひとりの鎖の輪がつ
よく会員一同努めてまいりたいと思いま
す。以上報告申し上げます。

会　長　田 中　　修　 　    幹　事　寺 沢　良 治 

さいたま欅ＲＣ 例会日 平成 21 年 8 月 28 日

※順不同

　お盆休み明けの真夏の日、第 2770 地区最北の地へお約束通り大
塚ガバナーそして星野ガバナー補佐をお迎えする事が出来ました。  
　例会前の面談でまずガバナー公式訪問の目的をお話しされ、その
事に基づいて意見交換を致しました。まず会員増強に対するガバ
ナーの強い意志をお聞きし、我がクラブの不足している点などを指
摘して頂きました。その後の例会での卓話ではガバナーの自己紹介
から始まり会場内の雰囲気が良くなりそして、ＲＩテーマ・地区の
運営方針などを熱くお話し頂きました。クラブ協議会においては各
委員長の活動方針について講評を頂き、特にロータリー財団・ポリ
オについては時間をかけて丁寧に説明を頂きました。
　入会間もない会員も、又ベテラ
ンの先輩も熱心に耳をかたむけて
おりました。ありがとうございま
した。

会　長　渡  邊　　仁　 　    幹　事　海老名　  寛 

鴻 巣 Ｒ Ｃ 例会日 平成 21 年 8 月 18 日

　７月 31 日、大塚ガバナー、大熊ガバナー補佐をお迎えし、公式
訪問が開催されました。 例会に先立ち、会長、幹事との懇談会が
あり、三郷ロータリークラブの現状報告、それに対する大塚ガバナー
の考え等を指導して頂き大変有意義な懇談会になりました。特に、
職業分類については、増強との関わりが大変強く、三郷ロータリー
クラブの発展に欠かせない項目であることを理解しました。また、
中期、長期の活動計画の考え方についても十分なご指導をいただき
ました。 　
　クラブ例会では、パソコンを活用して、大塚ガバナーから RI 及
び地区の方針などを熱く語っていただきました。その熱き言葉は、
会員の心に深く刻み込まれたと思います。 　
　クラブ協議会では、各委員長の発表に対して、丁寧に講評して
頂き、これからの委員会活動に有意義なものになったと思います。 
　大塚ガバナーのロータリー
活動に対する熱い思いが、三
郷ロータリークラブの会員一
人一人に強く伝わった一日で
あったと思います。

会　長　宇田川　初夫　　　       幹　事　豊 田　茂 雄

三 郷 Ｒ Ｃ 例会日 平成 21 年７月 31 日
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ロータリー情報委員長　篠  原　唯  史（浦和北東） 職業倫理委員長　清  水　裕  次（岩槻東）

連 載

第 3回　職業倫理委員会情報第 4回　ロータリー情報ニュース

｢職業奉仕と社会奉仕の違いは．．｣

　クラブ運営の基本原則は、クラブ自治権の行使にある。
ただし、1922 年に国際ロータリー・クラブ連合会が RI に
改組されたことを機会に、標準ロータリー・クラブ定款が
作られ、それ以降に設立されたクラブはその標準ロータ
リー・クラブ定款を採用することが義務付けられるように
なり、それ以降は、各クラブが独自の判断で決められる事
項は、クラブ名と区域限界のみとなり、それ以外は標準ロー
タリー・クラブ定款の原文そのものを採用しなければなら
なくなった。
　ロータリー運動を思想の原理から見るとき、もし、異なっ
た原理を主張するクラブがあれば、そのクラブをロータ
リー・クラブと呼ぶことは矛盾を生じる。従って、その原
則を崩せば最早ロータリー・クラブではなくなる必要条件
を標準化したものが定款である。また、ロータリーを運動
体の側面から見るとき、世界中に存在する約３３，４４６
クラブ（2009,4,30RI 発表）がばらばらの組織管理をする
ことにも問題がある。そこで、これらを標準化するものと
して定款が必要になってくる。
　定款に違反しない限り、また、定款に記載されていない
事項については、全てクラブの自主的な判断に任されてお
り、その規約をまとめたものがクラブ細則である。
　クラブ細則は、それぞれのクラブの実情に合わせて定め
られるべきである。50 名のクラブ、100 名のクラブ、そ
れぞれのクラブの実情に合わせた細則を定め、更に毎年そ
れを見直しながら、細則に基づいたクラブ運営がされなけ
ればならない。（出典：ＲＩ第 2650 地区　マニュアル編
集委員会）

　職業奉仕を理解するうえで、今ここで判りやすく一つの
例を出して少し考えたいと思います。仮に今、皆様の職業
がタクシーの運転手だったとしましょう。乗る人がご老人
と思われる乗客だったらどうするでしょうか。いつにもま
して相手の事を思い落ち着いた静かな気持ちを持ちながら
運転に心掛け、お客様を目的地まで運ぶことでしょう。ま
た、明らかに急いでいると思われる人が乗客でしたらどう
するでしょうか。まあ、交通違反はしないでも少し急いで
目的地まで運ぶことを心がけると思います。
　そして、仕事の帰りに体の具合のわるそうな老人が路上
にいたらどうするでしょうか。
　その方を、病院まで運んだとします。もちろんメーター
をたおさないで。
5 年未満の会員さんにお聞きします。
2 つの行為のどちらが職業奉仕でしょうか。
　その降りる時にお客様と自分との間には、表面上では、
運んだ、そしてその対価としてお金を頂く。仮に物の販売
においては商品とその代金を頂く。という行為があるわけ
でありますが、その裏に隠されている事に少し考えてみて
ください。それは、お客様はそのタクシーの運転手に対し
て、親切で満足感もつ事だと思いますし、そしてタクシー
の運転手はお客様にタクシーにお乗り頂いたと言うことに
対して感謝の念をもつ事でしょう。
　このタクシーで運んだ、対価として運賃を頂くという表
面上のことではなく、隠されているところにあるのが、職
業奉仕と考えてみてください。お客様にとっての満足感、
職業人としての感謝の念。職業奉仕には適正なる利潤があ
るのが原則であります。そして帰りに路上に体の具合のわ
るそうな人を病院まで運んだ行為が「超我の奉仕」「Service
　Above　Self」という人道的社会奉仕ということになる
わけであります。

 ロータリー文庫 
〒 105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル３F 
TEL（03）3433-6456 　FAX（03）3459-7506 　http://www.rotary-bunko.gr.jp 
開館＝午前 10 時～午後５時 　休館＝土・日・祝祭日

「ロータリー文庫」は日本ロータリー 50 周年記念事業の一つ

として 1970 年に創立された皆様の資料室です。 ロータリー

関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備

し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信

によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料につ

いてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホーム

ページで PDF もご利用いただけます。 クラブ事務所にはロー

タリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願

います。 以下資料のご紹介を致します。

ロータリー情報―地区大会の講演から 
◎「永遠の課題・職業倫理」　　　　　　　　　深川純一　2009　12p　（D.2670） 

◎「永遠の課題・職業倫理」　　　　　　　　　深川純一　2009　15p　（D.2710） 

◎「職業奉仕の原理と実践」　　　　　　　　　深川純一　2009　14p　（D.2720）

◎「ロータリーの原点・基本に返ろう」　　　　廣畑富雄　2009　  2p　（D.2530） 

◎「『決議２３―３４』への熱き思い―終章」　渡辺好政　 2009　  9p　（D.2580）

◎「ＲＩの難問の一つは会員増強と会員維持」   渡辺好政    2009　  6p　（D.2580） 

◎「『ロータリーとは？』―ロータリアンであることの意義」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成川守彦　2009　15p　（D.2760）

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー／ PDF）］  

今さら人に聞けない
「クラブ管理（Administration　Of　Clubs）」
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半  田　昭  雄

吉  澤　勝  治

中  川　高  志

田  中　章  夫北  　  清   治

 髙  橋　明  賢

岸　　　　聡

阿  部　和  夫

永  嶋　良  一

柏　　　　茲

長谷川　圭司

堤  　  康   弘

村 田　信一郎

榎　本 　  擴

竹  田　昌  義

鈴木　子之吉

永  峰　富  一

飯  野　耕  司

井   山  　  登

清  水  　  晃

田   村  　  眞

金  子　孝  司

大  竹　庄  蔵

矢  作　守  正

関   口  　  茂

（浦和北）

（越谷南）

（大宮）

（川口南）（浦和東）

（川口モーニング）

（大宮）

（川口南）

（大宮）

（浦和北）

（浦和東）

（岩槻）

（八潮）

（浦和北）

（春日部イブニング）

（浦和東）

（大宮）

（大宮）

（川口北東）

（大宮南）

（大宮）

（川口モーニング）

（大宮西）

（浦和北）

（大宮）

平成 21 年 8 月 28 日

平成 21 年 8 月 27 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 9 月 4 日平成 21 年 8 月 27 日

平成 21 年 8 月 25 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 9 月 3 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 8 月 27 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 8 月 28 日

平成 21 年 8 月 26 日

平成 21 年 8 月 27 日

平成 21 年 8 月 26 日

平成 21 年 8 月 17 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 8 月 19 日

平成 21 年 8 月 19 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 8 月 25 日

平成 21 年 8 月 27 日

平成 21 年 8 月 27 日

平成 21 年 8 月 31 日

大口寄付（25,003$）

M・P・H・F (6)

大口寄付（43,000$）
ベネファクター (11)

海  野　亀  男
（浦和東）

平成 21 年 8 月 31 日

M・P・H・F (6)

M・P・H・F (5)

M・P・H・F (3)

M・P・H・F (1)

M・P・H・F (8)

M・P・H・F (5)

M・P・H・F (3)

遠  藤　省  吾
（大宮）

平成 21 年 8 月 31 日

M・P・H・F (7)

M・P・H・F (4)

M・P・H・F (3)

P・H・F

大口寄付（10,650$）

M・P・H・F (6)

M・P・H・F (2)

大口寄付（10,000$）

山  崎　耀  子
（川口北東）

平成 21 年 8 月 19 日

M・P・H・F (5)

M・P・H・F (3)

大口寄付（10,000$）

平   田  　  繁
（大宮）

平成 21 年 8 月 31 日

M・P・H・F (5)

M・P・H・F (2)

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

M・P・H・F (4)M・P・H・F (4)

矢   野  　  治 丹  野　徳  雄
（大宮南） （岩槻東）

平成 21 年 8 月 19 日 平成 21 年 8 月 27 日

M・P・H・F (3) M・P・H・F (3)

長谷川　光司坂  寄　栄  司 伊  藤　友  久
（春日部イブニング）（春日部イブニング） （春日部イブニング）
平成 21 年 8 月 26 日平成 21 年 8 月 26 日 平成 21 年 8 月 26 日

P・H・FP・H・F P・H・F

齋  藤　守  毅阪  　 とし子 進  藤　博  司
（大宮）（大宮南） （大宮）

平成 21 年 8 月 31 日平成 21 年 8 月 5 日 平成 21 年 8 月 31 日

P・H・FP・H・F

金  子　泰  夫 半  田　正  一
（大宮東） （浦和東）

平成 21 年 8 月 27 日 平成 21 年 8 月 31 日

ベネファクター (1)

井  田　誠  一 鈴  木　宏  之
（川口北東） （鳩ヶ谷）

平成 21 年 8 月 19 日 平成 21 年 8 月 20 日

ベネファクター (1)

M・P・H・F (4)
ベネファクター (2) M・P・H・F (4)

M・P・H・F (1)

P・H・F ベネファクター (2) ベネファクター (1)

大口寄付（176,936$）
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大  瀧　榮  壽

金  子　洋  三

斉  藤　忠  治

柏  原　正  昭

小  宮　勝  男

木  本　栄  一

佐々木　元春

川  田　康  雄

田  中　章  夫

高  橋　明  賢

里  見　義  弘

林　　　　正

早  川　芳  夫

小久保　岳彦

浅   野　　仁

櫻   井　　勉

岡   本　　壽

新藤　耕四郎

安田　みどり

（大宮）

（浦和東）

（浦和北東）

（三郷）

（岩槻）

（大宮西）

（浦和北）

（三郷）

（川口南）

（川口モーニング）

（松伏）

（大宮西）

（春日部イブニング）

（浦和東）

（大宮）

（八潮）

（八潮）

（大宮西）

（春日部イブニング）

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 8 月 21 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 8 月 28 日

平成 21 年 9 月 7 日

平成 21 年 7 月 30 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 9 月 4 日

平成 21 年 7 月 25 日

平成 21 年 7 月 22 日

平成 21 年 9 月 7 日

平成 21 年 8 月 26 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 8 月 31 日

平成 21 年 9 月 4 日

平成 21 年 9 月 4 日

平成 21 年 9 月 7 日

平成 21 年 8 月 26 日

米山功労者 (M-11)米山功労者 (M-20)

米山功労者 (M-6)

米山功労者 (M-2)

米山功労者 (M-6)

米山功労者 (M-3)

米山功労者 (M-10)

米山功労者 (M-5)

米山功労者

米山功労者 (M-8)

米山功労者

米山功労者 (M-7)

米山功労者

米山功労者 (M-7)

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

米山功労者 (M-4)米山功労者 (M-5) 米山功労者 (M-4)

ベネファクター (1)

米山功労者 (M-3)

池田　由季子 森   嶋　　修
（浦和北） （浦和東）

平成 21 年 8 月 27 日 平成 21 年 8 月 31 日

米山功労者 米山功労者

米
山
記
念
奨
学
会

磯   部  　  武志   村　隆   男 植   田　一   人

高   澤　史   王

（大宮）（さいたま欅） （大宮）

（浦和ダイヤモンド）

平成21年8月25日入会 平成21年8月26日入会 平成21年9月2日入会

平成21年8月5日入会

志村自動車㈱ 日本相互保険（相）大宮支社 ㈲磯部緑化総業

大倉浩法律事務所

新
会
員
の
ご
紹
介

平   井　文   人
（浦和東）

平成21年8月20日入会
平井印刷㈱

熊   倉  　  清 野   村  　  均
（蓮田） （蓮田）

平成21年7月1日入会 平成21年7月8日入会
㈲熊倉工業エクステリア ＡＳＡ蓮田西部

◆訃報◆　
謹んでお悔やみ申し上げます。

山田　邦昭  会員 （浦和南）
平成 21 年 9 月 4 日ご逝去

享年 64 才

★お詫びと訂正★ 　

9 月号の下記の記事におきまして、誤りがありました。 
ここに訂正してお詫び申し上げます。  

■当地区パストガバナー「ＲＩ会長代理に」（６ページ）
　田中　徹夫パストガバナー 
　誤　開催日：2010 年 10 月 24 日・25 日　→　
　正　開催日：2009 年 10 月 24 日・25 日 
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